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3 刊 • え<てびあん-立 / H と語ろラ • 立川に生きよラ 


通卷 59 号 






風もみどり、大地もみどり 




多摩最大の店舗網 


みなさまの募らしや 
ニーズに合わせて、 

楢広いサービスに 
つとめています。 

嫌©マィ/ 

仰辱^ 

拿由 TI 90 立川芮 1 «« 12 -拿一 a 
〇 042 S ) 2 I-IIII 彳代 I 


漢字テスト❿ 


空懺に一字挿入を轼みよ s 

栴檀葉 
跋 渉水 



エティオピアは独立围となつた 
のが B . C . 千年頃といラ,'，い lil で、ア 
フリヵでは珍 L くアムハラ語とい 
われる「文 , /-」と r ^ 葉」を待〇てい 
ます。 r 文字」があるのは，それだけ 
歴史があ6といラ^でしょぅか • 
人11約四千叫百万，而«は：1:本の 
約3烚 ， -fTes アデイスアベパ A 斯 
L い花」の意一は«商約 

二 - Tfcw メ—トルにあり 

ふ道に近いのですが一年 
中初£の樣です • エティ 
オビア人の期はアラブ系 
の朗化ちに少し w の色を 
ifi く L た®じで整つてい 
i す。 I 九七 ii 年の本命 
で帝制から ¥4 i 政惟とな 
り•飛近や〇と大紈傾が is ばれま 

した。7ルクス•レーニンを f 本と 
するゾ連型社会*莪沐制のこの W 
は今•約20年紋くエリトリアの内 
敕，飢餓•行き？«1ぎた社会 t 衣汴制 
等•様々な問超を抱えています。 
内败の itt 化に ( r い•労 4' の街 wt 
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山田途三さん ( 

外浚力隊_ 
4H テ1オビア 


? r われ•夜私违ファレンジ(外入} 
と! t いている所を私®? f 察やカバ 
レ < A ? fM ) に H . つかると徴 M 1 され 
てしまうという本があります。そ 
の為、彼らは私 ji 外入と夜步く時 
は離れて歩きます。夜12時から刺 
5時迄の外出は sjh ❼私遂が wr を 
歩く tl 乙食や*チユ 
I ィンガム•タバ n 
允りの少年•靴晓さ 
の少年達が寄って來 
ますし、貧窝の差が 
目 3 i ち i す•ボ d の 
服と立派なス—ツ • 
萏都の歩逍を®歩す 
る牛やロバやヤギ， 
そ n らが今のこの：3の朗になって 
いる様です。吊命以来、中国や北朗 
鮮の人や物が多いので私も問速ぇ 
られますが.*洋人を«,たらジヤ 
•ハナウィ(日本入} t 3 つて R える 
ょう I 1 IRW 1: 溶け込んだボランテ 
ィアを I ていきたいと. e います • 


/ V 56'一 



「始めて7年位にな 
るかしら。平面より 
立体の方が*しいし 
W きで… U * と，ディ 
スブレ I デザィナ— 
の瀨•卜亜理+さん。 
年に4回「ウイル」9 

m ビユ—テイー•夕 
ナカ美容室のシヨー 


6月4 日 一日> 午的7畤半ょ〇 
中央 Ml 轶橘 下広塌 集合に て 

怛例の r タリ彳ン多 摩 川 j が 

おこなわれる 

昨年 養 加した B8 町の主 M UJ 下 
さん r 簞116 ^ こぎながらゴミ 
を 拾い時お om び tt つ .« たち 
%目 T おいかけるなかなかい 
ぃもんでした」とはずんだ11 
で炸 e の 味 子を» 9てくれた 


—\ 


苑 

如 

真 


/ n - i ? 




t * おお«の C でも•二ころ 
は太阽のょうに辺りを照ら 
している人がいる-^のです。 
どうしたら心にお W さまが 
さすのでしょうか* A ^ 
るい*如苑へどうぞ" 

へ今 B は3_からですのでノ 
广0注«<ださい } 

■日時 6月 15 RW 

午後3時〜5時 


■闲本存 • stalt 枸航をはじ 
めとして映•肉な： UJ^ りだ{さ 
んの用£がしてございます， • 

■.4 川布 E {成人)<:限らせ 
て IH きます • 

■お申し込み 
a 「えくてび 

あん•コンバ ノ 
ニォン」(本誌 
を手洩してく 
れた入)へ" 



f 立川クイズ _ 

4 H 29 H ， 昭和 se 念公 m で rr わ 

れた「グリ1ンフエスティバル」に 
天菹•铤后闽陛•卜がお出でになら 
れま L たが、天皇 r « ドは以萷にも 
立川に米られたこ t がお/)りです** 
さて、何のためで I たでしようか • 


ゥィンド—にボップな感 •«: をいつ 
ばい1:嫌り込んだ作品を K 示•通 
る入たちの心にホットなひと時を 
あたぇている。**作品ま* t « 

でには色々な発想の人 1 
口があつて、例ぇば索 • 

W や形、空|«など•それ一 
にょつて麥を広げて作 P 
一!3にしていき i す•今 11 
回はル色 V 人切にして ■ 
いきたいな、と思つて作りました。 
秋•冬と宋ましたので，明るく «[« 
らしい*ビンク，を*调に•あつた 
かく、夢あるイメ ージを杉に K % 
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してみました◊当り mi のものでは 
なく*ユーモアがあり，ちよつとひ 
ねつた t のを、と*れこれ考ぇて 
います/今 L « J の作 eg が•以前持つ 
ていた男性的な! Is じから、女性的 
柔らかさ.乜む咳かさを感じさせ 
るものになつていたので伺つてみ 
ると • Rn に愛児の誕生があつた 
とか別に意嫌は I ていないんで 
すが、知らず知らずのうちに形や 
色に视れてくるので L ようか" 確 
かに子供が生まれて*今まで以 J 1 
に&性に戻つていくよ 
ラな® e がしますね」* 
,r * 今 1 HJ の作 eg は•瀬 " F 
一さんに t つて、初の#共 
一作，といつて t 過^で 
はないもののようです" 
「今も«!らないんです 
が*作一1111に対しては消に"シンプ 
ル•ならのを，と心がけています® 
でも，今回のような意外な作品が 
出 來あがるか .. J 。 
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0 飛 rr 慊の命名式のため^:*逢： 
③銑竿ショーにご瞄席のため 
t 先月号の答〕❷ 

玉川上水の通 fg を江戸*府は水 
質保*のため不許可••明治2年許 
されて翌3年4月15日から羽村— 
内藤新宿閗を月六回百«が 3 行し 
たが水が汚れて同五年五月廃止に： 


HR 嫌 S 



•1月 29::3は、^年までの昭和の 
御代には *1 天 $. 涎生 n / $の ftf : 
には「みどりの S 3」 t かわったが* 
その〗•儿年に昭和記念公 ra で陛•卜ご 
夫赛をお迎ぇして wm 祭がおこな 
われたことは JS : 莪ぶかい。これで、 
テンチョウセツなどといラ g 現も 
歴史の奥へ去うたのだろぅ か。# 
同じ 日" 公1«上空にスカィダィビ 
ングを偷しんでいる人がいた。大 
空を期けることは人問，太古から 
のユメだったのではなかったかと. 
時が時だけに感慨無 ft 0 « クリー 
ン 多味川が 堅荚な活勧を つづけ、 
今 n も「有志一同」にょって行 
われる。とかく撥け C だけに終り 
がちなこの棟の活觔だが年をおぅ 
ごとに活発化して•い i や「立川 
の誇り」だ* #玄 の秋夜な夜な 
亦きぇくてびあん。 

石 B 教麯十||1« 了^ ui;l 子 Is 川» 
»中9子13上《8?半一>;正弘涿03憷孑 
(>N1.1天奸歃”相 嫌 I明古田 
スタ；％ォ2 6 9 



存らんまんの四月 
二九日。この卩は初 
めてむかえる「みど 
りの日 J であらた。 

昭和 fie 念公|«では 
天阜、$.||1_陴ドを 
お迎えして「みどり 
の RMa 記±式典」 
がおこなわれ <政府 
+:催 rl ! K ドはクス 
ノキを wtH され、な 
ごやかなぅちに式典 
は進んだ* 

公宵のない国 、 A 
どり多い国土こそ RI 
民の啦いだが•平成 
元年の新 L い"志*が 
打ち込まれたさわや 
かな •£ 念すべき一 
日であった ■ 

また*この日は午 


後から公 Ktl が無料間放され，立川 
rfi K を中心に四万人におょぶ人び 
t でに rlb つ ^ T 

公阳内の「みんなの原っば j で 
は•グ y — ンフエスティバルの特 
設ステ—ジがぬけられ' 多^な催 
しで家族づれや若 rl の目をたの L 
ませていた • 

なかでも入 SI をょん 
でいたのが，この G の 
ために作られたタテ3 

メ—ル 、 m コ4メ| 


離 


トルの台の上の^太ヶ 

丨キ。 * 

このケ—キは大阪 • 

花の w » の会^を ml ^ 

て作 S されたもので， 

パビリオン、 a I プウ H —などが 
功みに組み込まれている力作であ 
つた。 

このデコレーシヨンとは別にレ 


モンヶ I キのブレゼントがあり、 
まさに*目*も* 口 ♦もたのしませて 
くれた一口•同時に*みど々の ： n 
にふさわしく •沖铒 K 念公 ra から 
瞄られたランの花が r 本*それぞ 
n の手に渡され、ブレゼントされ 
た人の笑如が印象的。 

武谈妤の林，その往年のみどり 
をよび « L / J いと.ケヤキ•クス 
ギなどの^木が「北の煤 M 册漀」 
で植ぇられ"みどり多かれの所り 
が公 ISlIiM ちていた。 

四片：扎：：：といぇば-近年まれ 
にみる人^運休の人口だつたが， 

昭 fllfitl 念公№1の上空は H .^ なはど 
に wn わたつていた。風らみど b . 
大地もみどり* 

i さに「み f りの nJMi にふ 
5わしい 一 U を*川の空の r で迎 
えたわけだ • 

芥汁 4 i が I 段落し 
たころ、ヘリ n ブ欠 
丨から3入のスカイ 
ダイパ—が空を粍つ 

た。公!61内を； rnxSE す 

る人びとの目は«?ん 
だ#空の】点に集中 
され*空かける夢* 
をスカイダイバーに 
託していたかのよラ 
だ*年を®ねるご tl : ffip £ ドの手 
になるクス/キも成長 l . mK の 
こころに-〇綠風，ますま十さわや 
かなら4ことを！ 





去る E 月卜四 HIB )、 立川市市 K 
会館人ホールにて • MY LIVENEW 

CFEn ンサ—卜，わつしょい /•* 

が行われた MJ : 怅■，立川市 it 会榼 
祉協谋仝ボランテイア活釗惟逸 rA 
m 会) W 客を待つ苕も«たない者 
も，共に桊や希望を表現しあえた 


ら t 小さな袷が一つの大きな te へ 
広がるよぅに*怜一緒*と名付けら 
れた。今： s 歌われた，「絲/曲」は 
般か4給- ifc され • «ばれたもの • 
歌ぅ n I ラスも， WI く奴各も^加 

するコンサート * わつ Li い/ぶ 
に融合*大裼の•和*をつけた" 


#吞##诱货##^ 本#######^#^#- - - 

1讓 ll M l n I 



去る 1 n 19 日* 

多摩川で： S が放流 

され；^これは多 

净川浼菜 r 4 M 組合 

が；$年行つている 

もので，この H は 

S 皆湖*の鲇を府 

中から上流の各 i 

部 te に « i 次放流、 
* 川 i : 部は Rfr 搆 


を 

た 

ちが、トラックの水 iflf からホースを 

伝い，まさに^に川に M り込ん 

でいつたが、やがて斛猱となり釣り 

人の前にお目 ML 得する頃は20 1 30 

cm 程にな〇ている'^。沐て英味で 

知られた多哝川鲇•今は殆どが放 

流に依つているが^水も段々きれ 

いになつてきているしね」という 

支部長小川さんの二|:-1«には♦多.« 
川に^せる想いが<:じみ出ていた U 


。券 G 9 令：；各な铤 ， ??_褅， 
々？ r 03 鄉 If^iiw . o 
0?「令域み||(>5?^£-」 

•こ•眾ラ4 4|1 4>你 Tl^kv 
々 ¥« f 幻 
垛 蝴」。 3 WUPW 3? 

謀 巡 尉辦 

C-T t.fr yff . 
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◄ u 膏娄になりたがフている齑で满ちてい 

る.そ n 惫曲に生 tn ? せてあげられるのが餳 
しい扣人«1アニメ* ■*« 士》矢/事* くん j の主 
tt 歌の作曲者で <>ある. 


TAGHIKAWA 


えく<び於ル 


於—とさろ/ / 

は、いつも c 由で斯しい。その求めてやま：； T あ 
I と，への思いが、唯く^:の掏を ni - に tf く•時に激 I 
く 2§する。 ii り f と受け f - の•心が共%する Ha 。 


一本遣败は今,で tl ら甘ていただき—す 
|来月弩よりの新企 II にご期待ください 



*/ ン•カンツオーネを镡いて 20 车轉 
にカンツオ—ネではイタリアの新曲を II にと 
リ、日本»«にして策* Jr « 介した曲は tt 多い 



和「パラが^いた JU フォ—クの草分け的存在とし- ca < h =* c :6 ws 
この峙ジ—.〆ズ T テレビ<:出;II，前代木 K の事で1非の11遘か爲 K し 
たが、- en が U 後の T レビ|-<けるジ|ンズめ--»^«」とな->た 
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